
どうしていこう

防災対策と
避難所

• 令和４年５月８日
• 佐賀市議会 議会報告会
• 第２部 分科会
• 総務委員会
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佐賀市議会の

災害対策について

• 佐賀市議会業務継続計画（議会Ｂ
ＣＰ）を策定しました【災害時の
議会の役割と行動指針】

大規模な災害等が発生した場合に、
引き続き議会の役割を維持し、一方
で、災害等の対応に当たる執行機関
への協力や連携を行うため、非常時
の議会及び議員の役割や行動指針等
を定めることにより、迅速かつ適切
な議会活動を確保することを目的と
して、佐賀市議会業務継続計画（議
会ＢＣＰ）を策定しました。

佐賀市議会業務継続計画（議会ＢＣ
Ｐ） (PDF 890KB)



総務委員会から

佐賀市へ ①

新型コロナウイルス感染症に対応した、避
難所運営の方針、ガイドライン等の作成を
急ぐべき。

（令和２年６月定例会）



「避難所における新型コロ

ナウイルス感染症への

対処方針」策定

• 新型コロナウイルス感染症
に対する避難所での感染症
対策を徹底することを目的
として、この対処方針を定
める。（令和２年７月）

避難所における新型コロナウ
イルス感染症への対処方針



総務委員会から

佐賀市へ ②

・災害備蓄品の扱いについて

・避難所開設運営マニュアル等の適宜更新について

（令和２年９月決算委員会附帯決議）



「佐賀市防災備蓄

計画」の策定

• 佐賀市では、災害発生後に
おける物資調達を円滑に行
うため、「自助」「公助」
の考え方に基づき、市民や
地域、行政が、平時から
「備蓄」に関する基本的な
指針と方針を共有すること
を目的に「佐賀市防災備蓄
計画」を策定しました。

（令和３年４月）

佐賀市防災備蓄計画
（PDF255.1 KB）



「避難所開設運営

マニュアル」等の

適宜更新・庁内の

情報共有



「佐賀市防災の

手引き」の策定

• ・「佐賀市防災の手引き」
の策定

• 佐賀市防災の手引き
（PDF7.35MB）



総務委員会

令和4年度

当初予算審議①

（新規事業）
・避難所開設運営委託事業（107万円）

モデル校区自治会は3校区自治会

（赤松）（北川副）（未定）

事業費の内容は主に避難所開設運営にあたる人件費。

841円×8時間×2人×3交代×8日。



避難所用感染症対策備蓄品整備事業

・避難所で使用する感染症予防対策
の為の自動ラップ式トイレの整備に
要する経費

全部で１００台うち一次避難所３６か所に２台配備

残りの２８台は市内８か所の拠点備蓄倉庫に保管

総務委員会
令和4年度
当初予算審議②
（新規事業）



総務委員会

令和4年度

当初予算審議③

（新規事業）

・中山間地域避難支援事業（100万円）

土砂災害特別警戒区域内から非難される住民のより安全
な避難所への移動支援に要する経費。

佐賀市タクシー協会に依頼をし、地元のタクシー会社と
連携をし、移動避難を速やかに図る。


